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 ３学期がスタートして約１ヶ月が過ぎました。その間に，全国

的に新型コロナ（オミクロン株）感染が急激に拡大し，京都市内

でも一日の新規感染者数が千人を超える日が続くなど，第５波の

ピークをはるかに超えるかつてないスピードと規模の爆発的な感

染拡大となっています。病床使用率も日々上昇するとともに，学

校・病院・福祉施設など様々な場所でのクラスターが発生し，社

会維持機能や社会経済の停滞を招きかねない非常に厳しい状況で

すから，この状況を踏まえて，１月２７日（木）～２月２０日（日）

まで，京都府に「まん延防止等重点措置」を適用することが決定

されました。私たちがすべきことは，基本的な感染予防対策（マ

スク着用・手洗い・密の回避）を改めて徹底することが大切です。京都市立小中学校でも，京都市の保健福

祉部局と教育委員会の指導のもと，感染が判明した場合に疫学調査やＰＣＲ検査が実施されますが，感染者

の急増により結果判明に時間を要し，結果が判明するまでは自宅待機をお願いしており，学級閉鎖や学年閉

鎖をおこなっている学校が急増しています。生徒や保護者の皆さまには，ご心配とご迷惑をおかけすること

となり大変申し訳ありませんが，ご理解とご協力をお願いいたします。先日，京都市教育委員会の指示によ

り，今後の教育活動についてお知らせさせていただきましたが，感染拡大予防の観点から，学級閉鎖等の対

応についての変更の通知がありましたので，ホームページ上の「教育委員会のお知らせ」にも掲載されてい

る通知文を裏面にてお知らせさせていただきます。 

 現在の感染急拡大している状況を踏まえ，学校教育活動の制限や制約が強まり，本校においても各教科等

の学習活動において，「感染症対策を講じてもなお感染リスクが高い学習活動」の一時停止や感染リスクの

高い活動を可能な限り実施を避けた教育活動を実施しています。その一つと

して，一人一台のＧＩＧＡ端末を活用しての授業展開や課題学習の提示，意

見交流などを積極的に取り入れています。また，全国・近畿大会につながる

部活動以外は当面の間，停止となり，今年度３回目の措置で，仲間と過ごす

部活動を楽しみにし，目標を持って取り組んでいた部員たちにとっては，気

持ちの持ちようが非常に難しく，残念で仕方ありません。でも，部活動での

感染が起きている学校も全国的に多数ある現状ではやむを得ない措置だと思

いますので，再開する時期に向けて，各自でのトレーニングや個人練習を地

道におこなうなどの準備をしながら，モチベーションを維持しましょう。一日でも早く，この感染拡大がお

さまり，安心した学校生活を過ごすことができることを願っています。 

３年生の多くは，これから私立高校入試や公立高校前期選抜を控え，新型コロナやインフルエンザ感染予

防を徹底しながら，自分の進路実現にしっかりと向き合い，それぞれ目標を立て，そこに

向かって努力していると思います。先日の模擬面接においても，「志望理由」「将来の目標」

「頑張りたいこと」などを，自分の言葉ではっきりと答えてくれました。これまでの成果

を大いに発揮し，ベストを尽くして頑張って下さい。また，１・２年生は，進級する次の

学年への大切な準備期間となります。これまでの自分，今日からの自分，そして，４月か

らの自分の姿をイメージしながら過ごしてほしいと思います。過去・現在・未来の自分を意識できるように

なると，人は大いに成長すると思います。１年間をしっかりと振り返り，今の自分を見つめ，来年度に向け

ての準備をしましょう。 

 

 

・２月１０日（木）～…京阪神 私立高等学校入学試験 

・２月１６日（水）～１７日（木）…京都府公立高等学校 前期選抜および特別入学者選抜 

・２月２２日（火）～２５日（金）…１・２年生，９組「第５回テスト」 

・２月２５日（金）…３年生「思春期学習」（５・６限） 

〔※２年生伝統公演鑑賞・１年生科学センター学習【中止】〕 

                                         令和４年２月１日 

                    京都市立修学院中学校  

 http://cms.edu.city.kyoto.jp/weblog/index.php?id=203005 
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【新型コロナウイルスに感染した在籍児童生徒等について，感染可能期間の登校が 

確認された場合の基本的な対応について（京都市立小・中・小中学校）】 

 

 

○新型コロナウイルスに感染した在籍児童生徒等が，感染可能期間に登校していることが確認された場合，

感染者の最終登校日（＝最終接触日）の翌日から土日含む７日間を学級閉鎖（自宅待機）期間といたし

ます。 

（幼稚園，高等学校，総合支援学校については，教育活動の特性を踏まえ，閉鎖の規模・期間等を判断

します。） 

 

○また，これまでは，感染者の感染可能期間中の登校が確認された場合は，原則，感染者が在籍する学級

全体等へＰＣＲ検査を幅広く実施しておりましたが，この度のオミクロン株の影響による第６波におい

ては，一律に学級全体等へＰＣＲ検査を実施する従来の方針を変更し，感染者や体調不良者等が複数確

認されている場合等，必要性や優先度のより高い状況の場合に重点化してＰＣＲ検査を実施します。 

 

○これに伴い，当該学級等の他の在籍児童生徒（以下，「在籍児童生徒」という。）の健康状態に問題がな

い場合等は，集団ＰＣＲを実施せず，感染者の最終登校日（＝最終接触日）の翌日から７日間（土日含

む）の学級閉鎖期間に，児童生徒の健康観察で対応いたします。 

 

○なお，疫学調査は，教育委員会において実施し，学校から提出された資料や学校への聞き取りを基に，

在籍児童生徒等の濃厚接触者の有無を判断いたします。「濃厚接触者としての特定の有無」については，

概ね，「感染者確認の家庭連絡」の第一報から３日目を目途に，再度，学校を通じて各家庭へご連絡さ

せていただきます。 

 

○疫学調査によって濃厚接触者の有無が特定されるまでの間（ＰＣＲ検査を実施する場合は，その結果が

判明するまでの期間も含む）については，同居のご兄弟姉妹・ご家族の皆様は，不要不急の外出等をお

控えいただきますよう，ご協力をお願いいたします。なお，こうした期間の就学前施設や勤務先等（以

下，「施設等」という。）の利用・出勤等の可否については，各ご家庭において，直接，施設等へご確認

をいただきますようお願いいたします。 

 

○濃厚接触者に特定された在籍児童生徒については，ＰＣＲ検査の受検をお願いしますので，詳細は，特

定された際に，学校からご連絡いたします。 

 

○お子様が濃厚接触者としてＰＣＲ検査を受検していただく場合は，検査結果判明まで引き続きご兄弟姉

妹・ご家族も外出自粛にご協力をお願いします。また，濃厚接触者に特定されない場合は，皆様の外出

も差支えございません。 

なお，施設等の利用・出勤等の可否については，各ご家庭において，直接，施設等へご確認をいただ    

  きますようお願いいたします。 

 

○また，在籍児童生徒に風邪症状等の体調不良がみられる場合には，速やかに学校へご連絡いただくとと

もに，在籍学級等で感染拡大が懸念される場合は，濃厚接触者に特定されなかったとしても，ＰＣＲ検

査の受検にご協力をいただく場合があります。 

 

○この度の変更は，感染急拡大により，従来のスケジュールでは感染者確認後のＰＣＲ検査の結果判明等

が実施できない場合が生じる中で，感染拡大防止の徹底を図るとともに，ご家庭に対して，予め期間を

明示させていただくことで，御家族の外出自粛の御協力などについても見通しを持って対処いただける

ようにするためのものであり，学級閉鎖期間中は各家庭にもご負担をおかけする部分がございますが，

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

京都市教育委員会 


